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平成18年４月27日（木曜日）

午前10時３分開会

会議に付託された議案等

○商工観光振興対策及び土木行政に関する調査

○その他報告事項

・最近の企業誘致の状況について

・ロケ地マップ宮崎ロケナビについて

・東九州自動車道「門川～西都間」の完成予定

年度について

・ 一ツ葉有料道路値下げ実験」の実施について「
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労働委員会事務局

事 務 局 長 高 山 幹 男

調 整 審 査 課 長 持 原 道 雄

事務局職員出席者

政策調査課主幹 田 中 浩 輔

議事課主任主事 今 村 左千夫

ただいまから商工建設常任○黒木覚市委員長

委員会を開会いたします。

まず、委員席の決定についてでありますが、

現在お座りの仮席のとおり決定してよろしいで

しょうか。

〔 異議なし」と呼ぶ者あり〕「

それでは、そのように決定○黒木覚市委員長

をいたします。

次に、本日の委員会の日程についてでありま

す。お手元に配付いたしました日程案のとおり

でよろしいでしょうか。

〔 異議なし」と呼ぶ者あり〕「

それでは、そのように決定○黒木覚市委員長

いたします。

次に、委員会の運営方法についてであります

が、執行部入れかえの際は、委員長会議確認事

項のとおり、10分程度の休憩を設けることとい

たしたいと考えております。また、今申し上げ

ました要領で、今回より執行部の入れかえを行

うことで御異議ございませんか。

〔 異議なし」と呼ぶ者あり〕「

それでは、そのように決定○黒木覚市委員長

いたします。

執行部入室のため、暫時休憩をいたします。

午前10時４分休憩

午前10時６分再開

委員会を再開いたします。○黒木覚市委員長

先般の臨時県議会におきまして、私ども９名

が新たに商工建設常任委員会委員に選任された

ところでございます。私は、このたび、委員長

に選任をされました日向市選出の黒木覚市でご

ざいます。一言ごあいさつを申し上げます。

今申し上げましたように、私ども、このメン

バーで１年間、皆さん方とおつき合いをさせて

いただきます。議会としての責めをしっかり

やっていきたいと思いますが、反面、皆さん方

の御協力をいただきまして、楽しい委員会にも

していきたいなというふうに思いますので、ど

うぞよろしくお願いをいたします。

それでは、座りまして、委員の紹介をさせて

いただきます。まず、私の隣が東諸県郡選出の

中野副委員長でございます。向かって左側です

が、東臼杵郡選出の植野委員でございます。都

城市選出の徳重委員でございます。西都市･西米

良村選出の濵砂委員でございます。宮崎郡選出

の横田委員でございます。続きまして、向かっ

て右側ですが、児湯郡選出の坂口委員でござい

ます。宮崎市選出の長友委員でございます。宮

崎市選出の権藤委員でございます。

次に、書記の紹介をいたします。書記の今村

主任主事でございます。副書記の田中主幹でご

ざいます。

次に、部長のあいさつ、幹部職員の紹介並び

に所管業務の概要説明等をお願いいたします。

おはようございま○落合商工観光労働部長

す。商工観光労働部長、落合でございます。今

年度、またよろしくお願いしたいと思います。

商工観光労働部の行政でありますけれども、

本県産業の活性化、そして雇用の場の確保とい

うことで、県民生活に直接関係するものばかり

でありまして、宮崎県の活力を創造する、元気
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な宮崎をつくっていくという最重要部門である

というふうに認識をいたしております。御存じ

のように、県内産業を取り巻く状況、全国的に

はいいと言われておりますけれども、まだまだ

地方にとっては非常に厳しい状況が続いておる

というふうに認識をしております。今後とも本

県経済の活性化を図りますために、職員一丸と

なって取り組んでまいりたいと思っております

ので、黒木委員長を初め委員の皆様方には、今

年度も御指導、御鞭撻のほどよろしくお願いを

いたしたいと思います。

本日は、商工観光労働部の所管事務等の概要

につきまして、御説明をいたしたいと思ってお

ります。

その前に、まず、部の幹部職員を紹介申し上

げたいと思います。お手元にお配りしておりま

す委員会資料の１ページをごらんいただきたい

と思います 「幹部職員名簿」を記載しておりま。

す。それでは、この名簿に沿いまして御紹介を

させていただきます。

まず、商工担当次長の大野俊郎でございま

す。次に、観光・労働担当次長の宮永博美でご

ざいます。

部参事兼商工政策課長の河野富二喜でござい

ます。商工政策課副参事兼課長補佐の城野豊隆

でございます。

新産業支援課長の矢野好孝でございます。企

業立地対策監の吉田親志でございます。新産業

支援課総括課長補佐の黒木秀樹でございます。

同じく企業立地担当課長補佐の奥野厚子でござ

います。

続きまして、地域産業振興課長の矢野次孝で

ございます。地域産業振興課課長補佐の日高正

憲でございます。

部参事兼経営金融課長の中武賢蔵でございま

す。課長補佐の川原光男でございます。

観光･リゾート課長の松原 憲でございます。

観光･リゾート課総括課長補佐の大脇泰弘でござ

います。同じく誘致担当課長補佐の林睦朗でご

ざいます。

労働政策課長の西盾夫でございます。地域雇

用対策監の西野博之でございます。課長補佐の

興梠正明でございます。

工業技術センター所長の濵砂公一でございま

す。食品開発センター所長の柏田雅徳でござい

ます。県立産業技術専門校長の坂口正紀でござ

います。

最後になりますが、議会担当の職員でござい

ますが、商工政策課主幹の松岡弘高でございま

す。同じく主査の児玉洋一でございます。

以上、職員の紹介をさせていただきました。

それでは、次から座って説明させていただき

ます。

次に、２ページをごらんいただきたいと思い

ます。部の執行体制についてでございます。商

工観光労働部、本庁では商工部門４課と観光労

働部門２課の計６課体制となっております。

今年度の改正としましては、まず、本庁であ

りますけれども、観光･リゾート課のコンベン

ション誘致担当にロケーションのフィルムコ

ミッションを設置するということで、ロケー

ションの誘致を担わせるため 「ロケ･コンベン、

ション誘致担当」に名称を変更しております。

次に、出先事務所でありますが、昨年度まで当

部の所管でありました福岡事務所が、今年度か

ら総合政策本部に移管をしております。という

ことでこの資料の方には載っておりません。こ

れは、北部九州におきます情報発信機能を強化

する、そして県の総合出先機関としての機能を

担わせるということのための総合政策本部への
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移管でございます。農林水産物や県産材の流通

拡大と観光誘致を積極的に推進するということ

で、福岡事務所の方には２名の職員が増員をさ

れております。また、大阪事務所につきまして

は、秘書広報課の兼務職員を配置するというこ

とで、情報発信機能の強化を図ったところであ

ります。

次に、３ページをごらんいただきたいと思い

ます。商工観光労働部職員の配置状況でござい

ますが、そこに書いてございますが、本庁で

112名、出先機関に92名、部全体で204名の職員

体制となっております。

次に、４ページをごらんいただきたいと思い

ます。平成18年度の商工観光労働部当初予算の

概要と主な新規･重点事業についてでございま

す。

まず、予算額でありますが、一般会計、特別

会計を合わせまして448億9,280万4,000円、対前

年度比94.8％となっております。

次に、５ページ、６ページをお開きくださ

い。部の重点施策、施策体系でございます。部

の重点施策、３本ほど柱を立てておりますが、

「就業の場の拡大と労働環境の整備 「既存産業」

の活性化と新産業の創出 「観光宮崎の再生 、」 」

この３つの柱に沿って県の長期計画の施策の基

本方向と関連する事業名を整理しました施策体

系表でございます。

表の一番左に書いておりますが 「現場！ス、

ピード！挑戦！ 、これは、ことしの商工観光労」

働部のキャッチフレーズということで掲げてお

るものでございます。これは、部内職員に公募

をしてこういうキャッチフレーズを決めまし

た。まず 「現場」ということでありますが、こ、

れは、まず現場に出て生の声を聞こうというこ

とでありまして、極力、企業活動の現場に私ど

も出向いて、実際にいろんな事業活動をされて

いる方の声を聞こうと、そして、その事業者の

方にもどんどん私たちを現場の方に呼んでくだ

さいということも呼びかけております。それか

ら 「スピード」でありますが、経済活動はまさ、

にスピードが命でありまして、お役所仕事とい

うふうに言われないように、県庁･私たちの方も

そういう現場の要請に極力こたえて、スピード

が大事だということで対応していこうというこ

とであります。それから「挑戦」であります

が、これは、今までのやり方をもう一回根本か

ら見直しまして、とにかく新しい視点で、新し

い発想で、失敗を恐れずに何事にも積極的に挑

戦しようという、私ども商工観光労働部職員の

仕事に対する姿勢をあらわしたものであります

し、また、企業の方々にも、私どもこういう精

神でやるんで、とにかくいろんなことに挑戦を

していってほしいという呼びかけを示したもの

でもあります。このキャッチフレーズのもと、

職員一丸となりまして、下の方に書いておりま

すが、挑戦する企業や個人を支え、県内産業の

活性化や県民生活の充実安定を図るために、積

極的に施策の推進を図ってまいりたいと考えて

おります。

なお、この表の中で事業名に網かけをしたも

のがございますが、これが今年度の主な新規･重

点事業でございます。それぞれの事業内容につ

きましては、９ページ以降に資料を添付してお

りますので、後ほどごらんいただきたいと思い

ます。本日は、次のページ、７ページ、８ペー

ジの資料によりまして、重点施策ごとに主な内

容を簡単に御説明をさせていただきたいと思い

ます。

まず、１つ目の柱であります「就業の場の拡

大と労働環境の整備」につきましては、１の



- -5

「戦略的企業誘致の推進」ということで、誘致

企業の工場建設等の初期投資、新規雇用に対す

る補助を行いますとともに、企業誘致体制を強

化しまして、工業団地等への企業立地を促進し

てまいりたいと考えております。また、３の

「多様な雇用支援の推進」としまして、仕事に

関する情報を集約した情報発信サイトを開設し

まして、若年者の求職活動を支援するととも

に、重度身体障害者を対象としたサポートセン

ターを設置しまして、在宅就労の本格的な促進

を図ることとしております。

次に、２つ目の柱であります「既存産業の活

性化と新産業の創出」につきましては、１の

「新事業･新産業の創出」として、農業と医療の

連携によるバイオメディカル分野での研究開発

を進めております地域結集型共同研究事業等で

創出されました新技術を新しい産業へ結びつけ

ていくため、企業への技術移転を推進すること

としております。また、２の「産業人材の確保･

育成」としまして、産学公の連携によりまし

て、本県のものづくりを支える人材の育成にも

取り組むこととしております。さらに、３の

「挑戦する中小企業への支援」としまして、融

資制度に既往借入金の借りかえを行う貸付を創

設するなど、厳しい経営環境にある中小企業を

金融面から支援することといたしております。

最後に、３つ目の柱であります「観光宮崎の

再生」についてでありますが、１の「地域の資

源を活かした癒しの観光地づくり」としまし

て、地域の観光力を高めようとする公民協働の

取り組みを重点的に支援し、地域が主体となっ

た元気な観光地づくりを推進することとしてお

ります。また、２の「スポーツランドみやざき

の全県的な展開」としまして、市町村の有する

スポーツ施設の改修等への補助を行いまして、

スポーツキャンプや合宿のニーズに対応した受

け入れ施設の充実を全県的に図りたいと考えて

おります。さらに、３の「効果的な情報発信と

受入環境づくり」としまして、映画、テレビド

ラマ、ＣＭ等のロケ誘致等を行いますフィルム

コミッションを設立しまして、映像を通じて本

県の魅力を全国に発信し、観光客の誘致促進を

図ることとしております。

最後ですが、38ページをごらんいただきたい

と思います。ゼロ予算施策についてでございま

すが、商工観光労働部では、そこに書いており

ますように 「ビジネス相談窓口の共同設置」な、

ど５項目を挙げております。厳しい財政状況の

中ではありますけれども、これらの予算措置を

伴わない知恵と工夫による改善の取り組みを展

開することによりまして、県民サービスのさら

なる向上につなげていきたいと考えておりま

す。

なお、お手元に「商工観光労働部主要施策案

内2006」を配付しておりますので、こちらの方

も後ほどごらんいただきたいと思います。

私の方からの説明は以上でございます。この

ほか報告事項がございますが、これにつきまし

ては、担当課長の方から説明をさせますので、

よろしくお願いをいたします。以上でございま

す。

私の方からは 「最近の○吉田企業立地対策監 、

企業誘致の状況について」御説明いたしたいと

思います。

委員会資料の39ページをごらんください。平

成17年度の企業誘致件数は26件で、２の過去５

年間の誘致件数の表にありますとおり、製造業

17件、情報サービス業７件、研究所２件となっ

ております。なお、具体的な企業名、業種等に

つきましては、その下の「平成17年度の誘致企
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業一覧」のとおりでございますので、これは後

ほどまた見ていただきたいと思います。

これらの誘致の結果、全体の最終雇用予定者

数は2,932名となっております。また、特徴とい

たしましては、パソコンの世界トップメーカー

でありますデル社の顧客サポートセンターや、

富士通日立プラズマディスプレイの新工場と

いった1,000人規模の大型案件の誘致があったこ

と、それからまた、昭和シェル石油の太陽電池

工場など、本県の環境関係に非常にマッチした

企業の誘致等が挙げられます。

次に、40ページの３の「誘致企業へのフォ

ロー対策」でございますけれども、平成15年度

から既存の誘致企業を直接訪問いたしまして、

その企業さんの意見や要望を伺うとともに、工

場の新増設などの事業拡大をお願いするフォ

ローアップ事業を実施しております。平成15年

度から142社、163社、平成17年度は161社の訪問

を行っております。

今後とも、積極的な誘致活動やフォローアッ

プ事業によりまして、雇用の場の創出に努めて

まいりたいと考えております。

私の方からは以上であります。

観光･リゾート課か○松原観光･リゾート課長

らはロケ地マップ、宮崎ロケナビについて御説

明いたします。

お手元に配付しております「宮崎ロケナビ」

をごらんいただければと思います。映画やドラ

マのロケーションの誘致につきましては、本県

観光の魅力の発信などを目的に取り組んでおり

ますが、このたび、昨年度の韓国ドラマ「ウエ

ディング」や、５月６日に全国公開される映画

「海猿 、ＮＨＫ連続テレビ小説「わかば」な」

ど、これまで県内各地で撮影が行われたロケ地

を紹介しましたこの「ロケ地マップ」を作成し

たところでございます。今後、県外の旅行会社

やマスコミを中心に配布いたしまして、宮崎の

認知度向上はもとより 「ロケ地をめぐる旅」な、

ど本県への観光客の誘致に活用してまいりたい

と考えております。また、このロケ地マップ

は、韓国語版や中国語版も作成し、海外での

セールスなどに活用するほか、観光情報のホー

ムページにも掲載し、広く情報を発信する予定

としております。

なお、今後、ロケの誘致及び受け入れをさら

に積極的に展開していくための組織として、

フィルムコミッションを５月の下旬ごろに設立

する方向で準備を進めているところでございま

す。

観光･リゾート課は以上でございます。

執行部の説明が終わりまし○黒木覚市委員長

たが、委員の皆さん、質疑はございませんか。

８ページのプロ野球支援事業の中○権藤委員

に幾らか入っているのかなと思うんですが、

「夢の球宴」宮崎開催、これについては何らか

のものがあるのかどうか。

常任委員会資料の○松原観光･リゾート課長

33ページをお開きいただきたいと思います。こ

ちらに「プロ野球開催支援事業」がございま

す。こちらの２の事業概要の（１）でございま

すが 「オールスターゲーム開催支援事業」とい、

う形で予算を計上させていただいております。

内容としましては、ことしの７月22日に開催さ

れますオールスターゲームにつきまして、球場

周辺でのイベントの開催、あるいは選手･観客の

歓迎、それから臨時バスですとか、臨時駐車

場、そういったものの整備の交通対策というも

のを行うことによりまして、オールスターゲー

ムを盛り上げていきたいと考えております。以

上でございます。
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1,100万というのは、全額このため○権藤委員

の予算ということですか。

オールスターゲーム○松原･観光リゾート課長

につきましては、このうちの約500万でございま

す。

要望だけさせていただきたいと思○長友委員

いますけれども、本年の施策体系の中で、先ほ

ど説明がありました「現場！スピード！挑

戦！」ということでありますけれども、今、県

にとって最も重要な施策が展開をされていると

思います。本当に産業の振興なくしてこの宮崎

がよくなるということはありませんし、そして

また、人口減社会というのを迎えるということ

に当たって、大変な準備が要ろうかと思います

けれども、昨年、総務常任委員会にもおりまし

たけれども、その中で「意識改革」というのが

ございましたけれども、まさにこのキャッチフ

レーズに挙げてあるとおりのことが非常に大事

なことになってくると思います。特に、戦略性

を持つということ、それからまた挑戦というこ

とで、私は闘う県庁であってほしいということ

を申し上げたわけでございます。したがいまし

て、商工観光労働部というのはそういう意味で

は県自体を支えていく大変大きな、一番のエン

ジンではないかと思いますので、そういう闘う

姿勢というのを前面に出して、それぞれの分野

で全職員一丸となって頑張っていただきたいな

と、こういうことを冒頭に要望しておきたいと

いうふうに思います。

ほかにありませんか。○黒木覚市委員長

〔 なし」と呼ぶ者あり〕「

それでは、以上をもって商○黒木覚市委員長

工観光労働部を終わります。執行部の皆さん、

御苦労さまでございました。

暫時休憩いたします。

午前10時30分休憩

午前10時36分再開

委員会を再開いたします。○黒木覚市委員長

先般の臨時県議会におきまして、私ども９名

が新たに商工建設常任委員会委員に選任された

ところでございます。私はこのたび、委員長に

選任されました日向市選出の黒木覚市でござい

ます。どうぞよろしくお願いいたします。一言

ごあいさつを申し上げます。

今申し上げましたように、私どもこのメン

バーで１年間、皆さんとおつき合いを願います

が、よろしくお願いをいたします。議会として

の責めはしっかりやっていきますけれども、ま

た、皆さんの御協力をいただきまして、楽しい

委員会にもしていきたいというふうに思ってお

りますので、どうぞよろしくお願いいたしま

す。

座って委員の紹介をさせていただきます。ま

ず、私の隣が東諸県郡選出の中野副委員長でご

ざいます。向かって左側ですが、東臼杵郡選出

の植野委員でございます。都城市選出の徳重委

員でございます。西都市･西米良村選出の濵砂委

員でございます。宮崎郡選出の横田委員でござ

います。続きまして、向かって右側でございま

す。児湯郡選出の坂口委員でございます。宮崎

市選出の長友委員でございます。同じく宮崎市

選出の権藤委員でございます。

次に、書記の紹介をいたします。正書記の今

村主任主事でございます。副書記の田中主幹で

ございます。

次に、部長のあいさつ、幹部職員の紹介並び

に所管業務の概要説明等をお願いいたします。

土木部長の藤本でございま○藤本土木部長

す。委員の皆様には、土木部の業務に関して御
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審議、御指導いただくことになりました。いろ

いろお世話になることと存じますが、何とぞよ

ろしくお願い申し上げます。

私どもが所管しております業務は、安全で快

適な暮らしの実現や地域の自立ある発展を図る

ため、県勢発展の社会基盤づくりを進めていく

ことでございます。同時に、公共事業の執行を

通じまして、本県の景気浮揚や雇用対策など、

地域経済の活性化に果たす役割も大変重要なも

のがあると考えております。職員一丸となりま

して、土木行政の推進に取り組んでまいります

ので、御支援、御指導のほど、どうぞよろしく

お願い申し上げます。

それでは、座りまして、引き続き土木部幹部

職員の紹介をさせていただきます。お手元の常

任委員会資料の２ページをごらんいただきたい

と存じます。

まず、総括次長の久保でございます。道路･河

川･港湾担当次長の柴岡でございます。都市計

画･建築担当次長の河野でございます。高速道対

策局長の野口でございます。

管理課長の後藤でございます。同じく課長補

佐の髙原でございます。同じく郡司でございま

す。

用地対策課長の小野でございます。課長補佐

の日高でございます。

技術検査課長の郷田でございます。課長補佐

の西でございます。同じく、大田原でございま

す。工事検査専門員の新川でございます。

道路建設課長の荒川でございます。課長補佐

の田村でございます。同じく白賀でございま

す。

道路保全課長の黒木でございます。課長補佐

の荒木でございます。同じく増田でございま

す。

河川課長の児玉でございます。ダム対策監の

新田でございます。河川課長補佐の外山でござ

います。同じく野中でございます。

砂防課長の児玉でございます。課長補佐の長

友でございます。同じく岡留でございます。

港湾課長の河野でございます。空港･ポート

セールス対策監の立脇でございます。港湾課長

補佐の川畠でございます。同じく岩切でござい

ます。

都市計画課長の藤村でございます。課長補佐

の沼口でございます。同じく図師でございま

す。

公園下水道課長の冨髙でございます。課長補

佐の今西でございます。

建築住宅課長の江川でございます。課長補佐

の林田でございます。同じく田畑でございま

す。同じく佐藤でございます。

次に、４ページになりますが、営繕課長の藤

山でございます。施設保全対策監の藤原でござ

います。営繕課課長補佐の池田でございます。

同じく上村でございます。同じく川﨑でござい

ます。

高速道対策局次長の舟田でございます。

最後に、議会担当の管理課主幹、小堀でござ

います。

なお、出先機関の幹部職員につきましては、

４ページ中段以降でございますが、後ほどごら

んいただきたいと存じます。

また、土木部各課及び局の分掌事務につきま

しては、この資料の６ページから18ページに記

載のとおりでございますが、説明は省略させて

いただきたいと存じます。

以上で幹部職員の紹介を終わらせていただき

ます。

続きまして、私から業務概要について説明さ
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せていただきたいと存じますが、その前に、お

礼と御報告を２点申し上げたいと存じます。

去る３月27日に行われました国道269号天満バ

イパスの開通式に当たりましては、坂元県議会

議長を初め、県議会議員の皆様に多数の御出席

をいただき、まことにありがとうございまし

た。今回の開通によりまして、大淀川を渡る交

通が分散され、市街地の交通渋滞緩和に大きく

寄与するものと考えております。私どもといた

しましては、これに引き続く加納バイパスの早

期完成になお努めてまいりたいと考えておりま

す。

次に、報告事項の１点目でございますが、東

九州自動車道の門川―西都間についてでござい

ます。有料道路方式のこの区間につきまして

は、年度末の国幹会議や国土交通大臣の事業許

可を受けまして、平成22年度から26年度にかけ

て順次開通させることが、去る３月31日に西日

本高速道路株式会社から公表されたところでご

ざいます。今後とも、新直轄方式による区間も

含めまして、県内高速道路の早期整備に向け、

引き続き全力で取り組んでまいりますので、委

員の皆様方を初め、県議会の皆様のより一層の

御支援、御協力をお願い申し上げます。

次に、２点目は、一ツ葉有料道路料金値下げ

実験の実施についてでございます。これは、一

ツ葉有料道路北線の利用促進などの効果を検討

いたしますため、来る５月15日から１カ月間通

行料金の値下げを行う予定といたしておるもの

でございます。その詳細につきましては、後ほ

ど、高速道対策局長及び道路建設課長から御説

明を申し上げます。

それでは、土木部所管業務の概要を御説明申

し上げます。

まず、組織の改正についてであります。委員

会資料の１ページをごらんいただきたいと存じ

ます 「土木部行政組織表」を記載しております。

が、中ほどの黄色いマーカーで印しております

が、河川課でございます。河川、海岸に係る計

画や防災対策業務の充実強化を図りますため、

「計画調査担当」を新設するとともに、ダム管

理担当とダム建設担当を「ダム担当」に統合い

たしました。また、一番下の東九州自動車道用

地事務所につきましては、東九州自動車道の事

業進展に伴いまして、清武―日南間の用地取得

の対応拠点といたしまして、宮崎支所を設置い

たしたところでございます。

次に、土木部の重点施策につきまして、お手

元に配付しております「平成18年度土木部重点

施策」によりまして御説明を申し上げたいと存

じます。

冊子の１ページをごらんいただきたいと存じ

ます。まず 「施策の基本方針」についてでござ、

います。記載のとおりでございますが、時代が

大きく変化する中におきましても、道路、河川

などの社会資本の整備は、地域経済の活性化や

安全で快適な県民生活の実現を図る上で、極め

て重要であります。特に、中ほどに記述をいた

しておりますが、昨年は台風14号によりまし

て、県内各地で甚大な被害がもたらされたとこ

ろでございまして、治水・砂防・道路防災対策

などを進めていきますとともに、防災情報の提

供や、警戒避難体制の整備などのソフト対策を

一体的に推進することが求められております。

このため、土木部といたしましては、事業の

「選択と集中」を図り、効率的･効果的な実施に

努めますとともに、県総合長期計画「元気みや

ざき創造計画」が目指す「交流･連携が活発に行

われ、豊かさを享受できる社会」や 「安全で安、

心して暮らせる社会」などの実現に向けまし
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て、積極的に取り組んでまいります。また、一

番下に記述しておりますけれども、本県の地域

経済におきまして重要な役割を果たし、良質な

社会基盤の整備を担う建設産業の活性化を促進

してまいります。

次に、２ページをごらんいただきたいと存じ

ます。18年度の「土木部当初予算の概要」につ

いてでございます。平成18年度の当初予算にお

きましては、本県の社会資本の整備状況や地域

経済に果たす公共事業の役割等を踏まえまし

て、次の３つの視点から予算編成を行っており

ます。第１点目は「安全･安心な県民生活の確

保 、２点目といたしまして 「県民生活に密接」 、

に関連する道路などの公共事業予算の確保 、」

３点目が「事業効果の早期発現」でございま

す。また、県単公共事業につきましては、「生

活･防災特別枠」を活用いたしまして、県民生活

の安全性と利便性向上に寄与する道路などの事

業の重点化を図ったところでございます。この

結果、土木部の平成18年度当初予算は、一般会

計で944億円余、公共用地取得事業特別会計で

40億円余、港湾整備事業特別会計で17億円余、

合計で1,002億円余となっております。

次に、10ページをごらんいただきたいと存じ

ます。まず 「交流･連携が活発に行われ、豊か、

さを享受できる社会」の実現に向けた主要施策

１の「東九州自動車道を初めとする高速道路等

の整備促進」についてでございます。東九州自

動車道を初めとする高速道路等につきまして

は、県勢発展の重要な基盤でありますので、県

政の最重要課題として、早期整備に向けた取り

組みを一層強化してまいります。ページ中ほど

に記述しておりますが、具体的には、東九州自

動車道の門川―西都間など、整備区間の早期完

成に向けまして、国等へ積極的に働きかけます

とともに、用地取得等に全力で取り組んでまい

ります。また、九州横断自動車道延岡線などの

基本計画区間の整備計画区間への早期格上げに

つきましても、関係機関に強く働きかけてまい

りたいと存じます。さらに、国道10号延岡道路

や国道218号北方延岡道路につきましても、早期

完成が図られるよう努めるとともに、地域間相

互の交流促進や、空港、港湾への連絡等を強化

します地域高規格道路の整備を推進してまいり

ます。なお、下の方に太枠で囲んでおります

が、この施策を進める重点事業といたしまして

は、直轄高速自動車国道事業負担金あるいは東

九州自動車道用地対策事業などでございます。

次に、11ページの主要施策２「道路交通網の

整備（地域交通ネットワークづくり 」でござい）

ます。幹線道路や生活道路を体系的に整備いた

しまして、生活圏や経済圏の拡大に対応した県

内１時間構想の早期実現に向けまして、国道や

県道の計画的かつ効率的な道路整備を推進して

まいります。主な事業につきましては、太枠の

中でございますが、公共道路新設改良事業、地

方道路交付金事業、それに本年度の新規事業で

ございますが、一ツ葉有料道路料金値下げ実験

事業などでございます。

次に、12ページをごらんいただきたいと存じ

ます。主要施策３は 「海上輸送機能の強化」で、

ございます。国内外への効率的で安価な海上輸

送手段を確立しますため、細島港など重要港湾

３港における防波堤等の整備を進めますととも

に、港湾利用促進のためのポートセールス活動

を積極的に展開してまいりたいと存じます。主

な事業は、公共港湾建設事業、このほか、油津

港におきましては、長期整備計画改定に向けた

調査事業を行ってまいりたいと考えておりま

す。
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次に、13ページをごらんください 「安全で安。

心して暮らせる社会」の実現に向けた主要施策

４「県土の保全対策の推進（災害に強い県土づ

くり 」についてでございます。本県は、昨年の）

台風14号による甚大な被害が発生するなど、厳

しい地理的･自然的条件から、風水害や土砂災

害、地震災害などの自然災害の影響を受けやす

い状況にありますことから、治水・砂防・道路

防災対策などによりまして、県土の保全対策を

充実していく必要がございます。このため、中

ほど以降に書いておりますが、河川事業につき

ましては、直轄河川の河川改修等を関係機関に

働きかけるとともに、県管理河川の改修を進め

てまいります。砂防につきましては、土石流、

地すべり、がけ崩れなどの土砂災害の防止に向

けまして、緊急度に応じた施設整備を進めてま

いります。また、海岸につきましては、離岸堤

などの海岸保全施設の整備を推進しますととも

に、河川や港湾施設等の地震･津波対策の検討を

進めてまいります。道路につきましては、緊急

輸送道路を中心に、落石対策や橋梁･トンネルな

どの安全性の確保など、災害に強い道路の整備

を推進してまいります。主な事業といたしまし

ては、太枠の中でございますが、河川激甚災害

対策特別緊急事業、公共河川事業、公共砂防事

業、14ページになりますが、地震･津波緊急対策

検討事業、緊急輸送道路等防災対策事業などを

実施する予定でございます。

14ページの主要施策５の「防災対策の充実」

につきましては、このようなハード対策に加え

まして、ソフト対策でございますが、自然災害

による被害の軽減を図るため、洪水や土砂災害

などに関する防災意識の啓発に努め、住民にわ

かりやすく的確な情報を提供するとともに、災

害に強いまちづくりや道路の確保に努めてまい

ります。

主な事業としましては、14ページ一番下でご

ざいますが、市町村が実施いたします洪水ハ

ザードマップ作成に対する支援事業、15ページ

の方になりますが、土砂災害警戒避難体制支援

事業、木造住宅耐震診断促進事業などでござい

ます。

次に、16ページをごらんください 「快適な環。

境を享受できる社会」の実現に向けた主要施策

７の「うるおいとやすらぎのある美しい景観･環

境づくり」についてでございます。平成16年度

に景観法が施行されるなど、良好な景観の保全･

創出に対する機運が高まっている中で 「みやざ、

きらしい景観」を守り育てるための取り組みを

推進しますため、中ほどに記載しております

が、景観形成に関する基本方針を策定しますと

ともに、美しい景観や環境づくりにつきまし

て、市町村や県民に対する啓発周知を行ってま

いります。

次に、18ページをごらんいただきたいと存じ

ます。主要施策９の「良好な住宅・住環境の整

備」につきましては、だれもが安全･安心でゆと

りのある住生活が営めるよう計画的な公営住宅

の建てかえなどに取り組みますとともに、住ま

いづくりの情報提供などを行ってまいります。

主な事業は、太枠の中でございますが、新規事

業が２点ございまして、１点目が、住情報提供

ネットワーク構築事業、もう一つは改善事業で

ございますが、人にやさしい公営住宅支援事

業、それから公共県営住宅建設事業でございま

す。

次に、20ページをごらんいただきたいと存じ

ます。主要施策13の「建設産業の活性化」につ

いてでございます。建設投資の縮小など、厳し

い経営環境の中、地域経済におきまして重要な
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役割を果たし、良好な社会資本整備の担い手で

ございます建設産業の活性化を図るため、平成

16年度に策定いたしました「宮崎県建設産業活

性化プラン」に基づきまして、経営革新に取り

組む意欲のある企業に対する支援、技術と経営

にすぐれた企業が成長できる環境づくりに取り

組んでまいります。

最後に、21ページでございますが 「土木行政、

全般での取り組み」といたしまして、主要施策

14の「効率的･効果的な社会資本の整備」につい

てでございます。厳しい財政状況下におきまし

ても、社会資本の整備を着実に進めていくこと

は必要でございまして、これまで以上に一層の

コスト縮減を推進していく必要がございます。

このため、平成16年度に策定いたしました「宮

崎県公共事業コスト構造改革プラン」に基づき

まして、各種の具体的な施策を推進してまいり

ます。さらに、公共工事等における透明性や競

争性、事務の効率化などを図りますため、電子

入札及び電子納品等の情報システムの円滑な導

入や、アセットマネジメント導入に向けた基盤

整備に取り組みますとともに、事業の「再評

価」や「事前評価」など、公共事業評価システ

ムの充実に努めてまいりたいと考えておりま

す。

以上、主要施策の概要につきまして御説明い

たしましたが、この資料の28ページ以降に各主

要事業の概要を記載しておりますので、後ほど

ごらんいただきたいと存じます。

私からの説明は以上でございます。

私の方からは、東九州○野口高速道対策局長

自動車道の有料道路方式で事業が進められてお

ります門川―西都間について完成予定年度が公

表されましたので、御報告いたします。皆さん

のお手元の方にＡ３判のカラー刷りのコピーが

あると思いますけれども、そちらをごらんいた

だきたいと思います。

初めに、整備手法と整備区間の概要について

少し御説明いたします。この資料の右側の列、

写真等が並んでおりますけど、その中ほどの欄

をごらんいただきたいと思っております。宮崎

県の高速道路は大きく３つの手法の組み合わせ

で早期完成を目指しているところでございま

す。１つ目、緑色の枠でございますけれども、

「有料道路方式」でございまして、これは、西

日本高速道路株式会社が借入金により建設し、

開通後の通行料金によってそれを返済する手法

でございます。整備区間は、左側の地図の緑の

点線の部分、門川から西都間の59キロとなって

います。本日はこの区間の完成予定年度を御報

告いたします。２つ目の手法が 「新直轄方式」、

でございます。青色の部分です。これは国と地

方の負担で国土交通省が建設する手法でござい

まして、その原資のほとんどは道路特定財源と

なっています。旧日本道路公団の民営化に伴い

発足した制度で、宮崎県では、大分県境から北

川と清武から日南の２区間、合計45キロメート

ルが平成15年度にこの手法による整備の指定が

なされています。３つ目の手法が、高速自動車

国道に並行する「一般国道の自動車専用道路」

でございます。紫色の欄でございます。これは

国道のバイパスとして高規格の自動車専用道路

を整備する手法でございまして、新直轄方式と

同様に、国と地方の道路特定財源により建設さ

れるものでございます。国道10号延岡道路や国

道218号北方延岡道路がこの手法で、国土交通省

の直轄事業として建設されております。宮崎県

では、これら３つの手法のベストミックスによ

りまして、事業者であります国土交通省、西日

本高速道路株式会社と協力いたしまして、高速
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道路の早期完成を目指しているところでござい

ます。

御報告に戻らせていただきます。旧日本道路

公団は昨年10月に民営化され、宮崎県は西日本

高速道路株式会社の担当地域となったところで

ございます。民営化から半年間、すなわち、昨

年の10月から本年の３月までは新会社は公団の

事業区間を暫定的な協定のもと、継続して事業

を実施してまいりましたが、本年４月以降につ

きましては、新会社が新設を行う高速道路の指

定、これに基づく新たな協定、事業許可のも

と、事業を実施してまいることになります。本

年２月、第２回国土開発幹線自動車道建設会議

が開催されまして、この議を経て、国土交通大

臣から新会社が新設等を行います高速道路の指

定がありました。宮崎県内の東九州自動車道に

ついては、県の希望どおり、門川―西都間が引

き続き西日本高速道路株式会社により建設され

ることになったところです。東九州自動車道の

他の区間を見ますと、整備計画が出ておりまし

たが、旧公団への施行命令がいまだ出ていませ

んでした福岡県の椎田南から大分県の宇佐の間

につきましては、新会社が建設することが新た

に決定しました。また、今まで旧公団が事業を

進めていました大分県の佐伯から蒲江間が有料

道路方式から新直轄方式に切りかわったところ

でございます。

この指定を受けまして、３月31日、独立行政

法人日本高速道路保有債務返済機構と新会社と

の協定が締結され、国土交通大臣よりこの協定

に基づく事業が許可されたところでございま

す。ポイントとしては５点ございます。１つ目

に、コスト縮減等により、民営化後45年で債務

を完済すること、２つ目といたしまして、真に

必要な道路を確実に整備すること、３つ目とい

たしまして、多様で弾力的な料金割引を採用す

ること、４つ目といたしまして、管理の適正な

水準を確保していくこと、５つ目として、会社

の自主性が生かされる仕組みとすることとなっ

ています。この５つのポイントのもと、事業計

画、返済計画等が決定され、その中で各区間の

完成予定年度が設定されたところです。

東九州自動車道の有料道路方式で事業が進め

られております門川―西都間の各区間につきま

して、委員会資料19ページの方になりますけれ

ども、表にお示ししていますとおり、あるいは

先ほどのカラーのコピーの中でも、門川―西都

間のところには完成予定年度を記載させていた

だいておりますけれども、平成22年度から26年

度にかけまして順次完成する予定となったとこ

ろでございます。なお、この完成予定年度は現

時点での用地買収状況や工事進捗状況等を踏ま

えて設定したもので、今後の用地取得の状況等

を踏まえて変更の可能性があるものです。

また、協定はおおむね５年ごとに見直す予定

になっており、６年目以降の完成予定年度につ

きましては、協定変更にあわせて、最新の情勢

を踏まえて確度の高いものに見直されることに

なっております。県といたしましても、この予

定年度に確実に完成できますように、また県民

の期待にこたえ、１年でも１日でも早く完成で

きますよう、事業の諸調整、用地買収、埋蔵文

化財調査、関連公共施設整備等につきまして、

西日本高速道路株式会社を支援していく予定に

しております。

委員の皆様方を初め、県議会の皆様のより一

層の御支援、御協力をお願いいたします。以上

でございます。

道路建設課でございま○荒川道路建設課長

す。
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「一ツ葉有料道路値下げ実験」の実施につき

まして御報告いたします。

委員会資料の20ページをごらんいたただきた

いと思います （１）に実験の目的を示しており。

ます。現状としまして、一ツ葉有料道路北線の

交通量は、国道10号バイパスを初めとしまし

て、周辺道路の整備の影響等によりまして、

年々減少しております。一方、並行する国道

10号などでは慢性的な渋滞が発生しておりま

す。このようなことから、一ツ葉有料道路北線

の料金値下げ実験を行いまして、どの程度県民

の利便性の向上につながるのか、また、料金値

下げが道路公社の経営にどの程度影響するのか

を検証いたしまして、今後、一ツ葉有料道路の

有効活用に向けまして、その基礎資料を収集す

るものでございます。

（２）に値下げ実験の実施期間を示しており

ます。来月の５月15日から６月14日の１カ月間

で実施いたします。

その対象区間につきましては （３）に示して、

おりますが、一ツ葉有料道路北線でございま

す。

（４）に北線の現行料金と実施期間中の値下

げ料金を本線区間、住吉区間、シーガイアイン

ター区間の区間ごとに、そして車種ごとに上下

欄で示しております。

次に、21ページをごらんいただきたいと思い

ます。普通車の料金を区間ごとに図に示してお

ります。例えば、本線区間を見ていただきます

と、普通車で現行料金370円を、実験期間中は

200円に値下げいたします。

別途、今回の値下げ実験のＰＲで使用してお

ります色刷りのチラシを配付しておりますの

で、ごらんいただきたいと思います。実験の実

施に当たりましては、事前に実験内容を県民の

皆様へ十分知っていただくということが非常に

重要だと考えております。今後も、新聞･テレビ

等さまざまな媒体を利用いたしまして、さらに

ＰＲに努めてまいりたいと考えております。

「一ツ葉有料道路値下げ実験の実施」につき

ましては、以上でございます。

執行部の説明が終わりまし○黒木覚市委員長

たが、委員の皆さん、質疑はございませんか。

有料道路値下げですけど、これ○坂口委員

は、１つは経営への影響と言われたんですけ

ど、なかなか難しいと思うんですよね。１カ月

間やって、その間の利用状況とか売り上げとか

から将来予測というのはですね。というのが、

かなり長い時間かけて利用料金も370円に徐々に

ふえてきたですよね。それから、今度は10号線

の整備なりほかの路線の整備なりという他因的

なものでまたがらっと変わっていく。それを今

後の料金設定とかにどう位置づけられのか。そ

れによっては値下げをやるとかやらないという

判断材料の大きな要因になるのかとか、そこら

はどんなになっているんですか。

委員からの申し出の、実○荒川道路建設課長

験の結果、今後値下げするのかしないのかとか

いうことにどういうふうにつながっていくのか

ということでございましょうか。

経営への影響と言われたですよ○坂口委員

ね。その経営への影響というものが今回の値下

げによって、こう影響があって経営がこうなっ

ていくという大変重大な決定をされるわけです

よね。あそこの経営というのは料金を変えたか

ら経営が将来どうなるという、そんな簡単なも

のじゃないと思うんですよ。だから、その位置

づけをどう考えておられるのかというのと、そ

れによって料金が下がるのか下がらないのか、

あるいは200円だったのが300円になるのかとい
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う、そういうことを今後検討するための実験事

業なのかということです。

今回の実験によりまし○荒川道路建設課長

て、現在、１カ月間によりますと、例えば普通

車ですと200円ですけれども、値下げすることに

よって交通量がほかの県なんかの例を見ますと

1.3倍ぐらいにふえるんじゃないかとか、そうい

う見通しというのは調べて聞いております。そ

ういった交通量を見まして、そしてその料金設

定を考えまして、そして今後の料金の徴収期間

とか、料金を幾らにするかというものをこの実

験で調べたいというふうに考えております。委

員のおっしゃいますように、１カ月間でそれが

本当にわかるのかというのはなかなか難しいと

ころでございます。しかしながら、大体全国的

にもこのくらいの期間やって、そして考えてい

るようでございます。

それから、公社の経営につきましては、現時

点におきまして、年に８億ぐらいの黒字は出し

ております。そういうことから考えてみまして

料金の徴収期間を検討していけば、その範囲内

で、何年になるかわかりませんけれども、その

検討した期間内で経営の方がやっていけるん

じゃないかというふうに考えております。以上

でございます。

判断の難しいところと制度的に限○坂口委員

界があるのかもわからんですけど、ペイ期間が

最終的にいつまでというような感じでそこらの

収支というのもあるのかもわからんけど、例え

ば、１カ月間、５月15日からだったですか、そ

れを半月早めて、５月の連休が入るとしたら

10号線の渋滞緩和にはものすごく貢献すると思

うんですよ。だからどこに視点を置くか、あく

までも経営で何ぼもうけるか、損するかという

判断なら通常時の５月15日でいいけど、これは

目的というものがいろんなものを持っていると

思うんですね。交通の円滑、安全、快適、そう

いうもののトータル的なものを考えて、まず

10号線の緩和対策をどうやるかといったら、連

休にどう効果があるかとか、それから口コミで

かなり広がっていって利用した方がいいよとい

う判断というのは、半年ぐらいの試行期間と

か、たった１カ月間、５月15日から６月14日ま

でを決めてやるというんだったら、県外のいろ

んな事例なんかからの分析でいいと。むしろ、

下げるんだとか、下げないんだとか、何ぼにす

るんだという方向を出された方が僕はいいん

じゃないかなという気がするんですけどね。

僕らが370円のチケット100回券を２万9,400円

だか何だか払ってやっているけど、それは10号

線は時間がかかるからこちらだけで使っている

んですよ、今。むしろ、あそこの生かし方とい

うのは、どうスムーズに車を流すかという視点

で、連休中なんかのあの批判、宮崎まで１時間

20分もかかったとか、飛行機におくれたとか、

それに寄与できないかと、試行期間なら思い

切ってこの連休をかけられた方が僕はいいん

じゃないかなと総合的に判断するんですが。

実験の期間といいます○荒川道路建設課長

か、もうちょっと長い方がいいんじゃないかと

か、そういうことだと思いますけれども。

いろんな目的を持って整備される○坂口委員

道路ですよね。だから、交通が渋滞して連休な

んかになるとどうにもならないわとか、そうい

うものへの寄与があそこをもうちょっと利用度

を高めることでできないかという、どうせやる

なら総合的なものから試験をされたらどうです

かということなんです。単なる経営だけで、

200円にしたらどう経営に影響するか、それも大

きなことなんですけど、借入金を何年で償却し
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なきゃならんという、そういうことが僕はわ

かっていないから言っているんだけど、そうい

うものが仮にクリアできるなら、あの連休の

10号線の混雑をどうにかならないかというのは

大きな課題ですよ。だから、それらを見合わせ

て、車が集中するときに料金を下げたらもう

ちょっと10号線は緩和できないかなというよう

な、そういうものも含めた調査なら連休をかけ

られるべきじゃなかったかなということです。

委員のお申し出も本当に○荒川道路建設課長

もっともなことだと思います。特に今回の実験

におきましては、国道10号の渋滞緩和とか、有

料道路の利便性、そういったものも考えており

ますし、沿道環境の改善というものも期待でき

るというふうに考えておりますし、非常に重要

な点だと思っております。期間につきまして

は、今の５月から６月の間、これが１年を通し

たとき交通量的には一般的な交通量が考えられ

るときでございます。そういう期間の中で交通

量を調べることによりまして、今後の公社の経

営とか料金徴収期間とかをやった方が平均的な

ものがとれるというふうに考えております。１

カ月やりますと、交通量は1.3倍ぐらいにふえる

だろうというふうに考えておりますけれども、

実際そうなるかどうかはわかりません。もし、

そうなったとしましても、金額を下げておるも

んですから、若干料金収入が減ってくるという

ようなことも考えて、今回の１カ月というふう

に設定させていただいております。委員がおっ

しゃいますように、５月の連休等も入れます

と、そのときは渋滞緩和等非常にいい面が出て

くると思っておりますけれども、今回は料金徴

収期間とか、そういったものを調べるというこ

とになっておるもんですから、一般的なところ

で１カ月間させていただきたいというふうなこ

とで考えております。以上でございます。

了解。総合的な判断がそういうと○坂口委員

ころにあってこの期間を選ばれたというんだっ

たらそれでよしなんですよ。

調査はもう決めていることですか○権藤委員

ら是とするとしても、その後にどういったとこ

ろでそれを適用していくかと。例えば、今、話

が出た連休期間とか、朝の通勤時間とか、そう

いうようなことも含めて議論をしてほしい。坂

口委員から出た、確かに公社の経営というのは

大事なんですが、利用者側というか、道路行政

トータルとして、本当に混雑するときは安くし

てどんどん通ってくださいよということが、あ

そこを利用する人が将来的にはふえてくる可能

性もあると思うんですね。高くなったから行か

んという人も出るかもしれんけど、それをぜひ

前提として料金調査をしてもらわんと、調査し

ましたというだけじゃなくて、いつ、どこでや

るということも念頭に置いた調査にしてほしい

なというふうに思います。

河川課関係なんですけど、この前○坂口委員

の災害を受けて、今度かなりな河川のしゅんせ

つを、ある意味では新規と言っていいんじゃな

いかなという気がするんですけど、やっていか

れるということですけど、18年度間でしゅんせ

つの立米数なり予算規模なりトータルで大体ど

れぐらいを考えておられるんですか。

昨年の台風では、山腹崩壊等○児玉河川課長

に伴いまして、河川なりに大量の土砂が流出し

てきております。それに対しまして、昨年度

は、まず採択になりますものは災害復旧事業で

とりました。それでとれない部分を県単事業、

あるいは継続しております補助事業等で対応し

たわけですが、昨年度、平成17年度に約100万立

米、18年度は、今現在20万立米ぐらいですが、
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あとを含めますと約35万立米ぐらいを掘削する

予定にしておるところでございます。

それから、昨年度からの新たな取り組みとし

まして、そのうち一部を骨材を利用する業者の

方に公募いたしました。掘削した土砂をまずは

公共事業等に転用するんですけれども、それか

ら残った部分について骨材業者さんに公募をし

たわけでありますが、83万立米ぐらい公募をし

た中で、実際には運搬距離ですとかそういった

ものから判断されまして、応募がありましたの

が25万立米ということで、その部分につきまし

て骨材の方で利用していただくというような形

で取り組んでおるところでございます。しかし

ながら、今回はとりあえず、ことしの出水期ま

でに早くとらにゃいかんといったところについ

て対応したわけでございますが、まだ完全では

ございませんので、今後もまた引き続き河川の

状況を見ながら検討していきたいと考えておる

ところでございます。以上でございます。

例のしゅんせつした土砂の行き先○坂口委員

はそんなぐあいになっていくと思うんですよ。

当然、最終的には骨材として使うのが一番理想

かなと思うんですけど、そのまま使えるにして

も運搬費用なんかでの問題、経営が成り立たな

くなるとか、それと同時に、今度は汚泥みたい

な部分、これらのストックをどうやるかという

のと、あくまでも資源として活用すべきじゃな

いかということで、ほかのしゅんせつとか、あ

るいは道路工事なんかで出てくるそのままじゃ

使えないような土質の土砂類、こういうものは

将来的には骨材として生かすべきじゃないかと

思うんですよ。そうなると、２年か３年前、国

交省が何か融資制度かなんかをもってストック

ヤードとかへの対応の事業なんか新規でやると

かいう話を聞いたこともあったんですけど、公

共関与でそういうストックヤード、しゅんせつ

土砂とかいろんな不要残土の処理をして、それ

を骨材としてストックをしておくという、第三

セクターか何かでもいいと思うんですけど、こ

ういうものが出てこないと本当に処理は困って

いくと思うんです。

まして問題になっている河川の汚濁、ダムの

ヘドロをどうするんだという問題とか、それか

ら、例えば砂防ダムなんかも、今後、新規はよ

う入れていかない、ところが、当初予定をして

いたこれだけの地ずれが起こるでしょうという

想定のもとでの容積でやっておられますよね。

それをはるかに超すような地ずれが現実に起

こっていますよね、地山が緩んで。そこをしゅ

んせつしてもう一回再利用する。砂防の構造な

んかは60年、100年ぐらいの寿命は持っていると

思うんですよ。その点、そういった不用土砂を

どこかに持っていかなきゃならん。ストック

ヤードなんかを考えていって、土砂のしゅんせ

つだって、一時的にはそこを掘れば水は抜ける

でしょうけど、絶対河床が緩めば、また自然に

おさまるところまで土砂は流れてくると思うん

ですよ。そうするとまた掘らんといかん。そう

なったら使い前のないところはどうしても敬遠

しがちで、ヘドロのところなんかが残っていく

とか、使えるところは、将来どういうぐあいに

なるかわかりませんけれども、業者は競ってで

も、公募型でしたり、総合評価型でもしてしゅ

んせつを出せば、砂利業者なんていうのは喜ん

で来ますよね。

だから、将来のことを憶測したとき、どうし

ても不用残土をどう処理していくかというもの

をセットで考えていかないと、今後、河川を維

持していかれる、あるいはさっき申し上げまし

たように、砂防ダムなんかも再利用していく。
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今度は海岸の工事なんかに至っては、特にそう

いうこととセットじゃないと僕はいかんような

気がするんですけど、そういう協議というのは

今のところ全然内部でも持っておられないんで

すかね。

河川の掘削に限りませず、い○児玉河川課長

ろんなところで土が出た場合、それをまず公共

事業で利用するというのを最優先で考えており

まして、そのために国、県、市町村、関係機関

集まりまして連絡調整をやりながら、まず土砂

を転用していくということを最優先で考えてお

るわけですが、今回のように大量に土砂が出て

まいりますと、なかなかそれもできないという

ような状況も事実としてございます。そういっ

たことで、今、委員がおっしゃったような具体

的な検討というのはまだやっておりませんけれ

ども、御指摘のようなことも今回試行をしてお

るわけでありますが、必要なことだと考えてお

りますので、今後検討していきたいと考えてお

ります。

ぜひ、それをお願いしたいと思う○坂口委員

んです。具体的には、例えば新富の富田浜入り

江、あれなんて公共事業に使うといったって、

あそこは漁港が持っているのか、河川が持って

いるのか、その域を越えてさえなかなか出てい

かない。粒子の問題とかばらつきの問題であそ

こに堆積したまま、雨が降ればまた流れ出る、

またしゅんせつを何千万もかけてやる、その繰

り返しじゃないですか。そんなばかなことじゃ

だめですよ。やっぱりあれだって処理したり、

ふるいにかけたり、それが県の河川を越してい

くなり、あるいはエリアを越していってどこか

に運んだり、それが民間に骨材として売られて

いったっていいじゃないですか。本当にむだ遣

いですよ。あそこに山みたいに積んで、あれは

いつかは流れ出るんですよ。またしゅんせつを

や る

んですよ。去年なんて、災害でしゅんせつに

6,000万か7,000万かけたでしょう。そんなばか

な話ってないですよ。だから、まだその辺の検

討に手をつけられていないんだったら、特にト

ンネルなんかで使えないような土砂が出てきた

り、やっぱりそれはちゃんと処理すべきです

よ。そういうスペースは幾らでもありますが

ね。トンネルを掘っていって残土処理ができず

に、木城あたりでも谷を詰めて谷がそのまま埋

まってる。そこの上にストックヤードをつくっ

てもいいと思うんですよ。そして、高速道なん

かから出るのを将来、県北、延岡なりどこなり

に持っていけるような計画 計画というか、

そういうものを想定していって、工事に伴って

出てくるような、そのままじゃ使えないような

もの、これは資源として生かすべきだと思うん

ですよ。リサイクルすべきだと思うんです。こ

れは部全体というか、公共３部あたりで検討し

ていってほしいなと思うんです。要望でいいで

す。

13ページには激甚災害のことが少○権藤委員

し県の事業という意味では触れてあるんです

が、これを進めていく上では、国と県と市町村

と協議をしながら実際にはやっていかれると思

うんですが、実態はどんなふうになっているん

ですかね。

13ページは、例えば激特事業○児玉河川課長

等の事業の執行についてということだと思いま

すが、具体的には五ケ瀬川と大淀川の下流域で

国と県、それぞれ役割分担しながら激特事業に

取り組んでおるわけであります。それを実施し

ます際には、当然、市町村のお力もおかりしな

がら用地買収等もやっていかなくてはいけない
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という部分もございますので、まず、事務方が

集まりまして、いろんな調整の場を設けており

ます。そういった中でいろんな問題点を出しな

がら、それぞれ助け合いながらといいますか、

力を合わせながら取り組んでいくこととしてお

るところでございます。具体的には、用地買収

が一番の課題でありますから、そういったもの

について関係機関と調整しながら取り組んでい

きたいと考えておるところです。以上でござい

ます。

去年、激特が決まってすぐ、200億○権藤委員

とか272億の中身はこうですよというファクスは

もらったんですが、私なんかがわからないの

が、今おっしゃったように、200億、272億がど

ういうような感じで国、県、市町村がかみなが

らやっていくのかというのを、例えば、一般

の人から河川の掘削がどうだ、堤防の補強がど

うだ、内水排除がどうだと言われたときに、あ

れは国ですわ、これが市ですわと言うといかに

も能がないようにあるわけですね。だから、そ

こらあたりを詳しくじゃなくて、宮崎の大淀川

は272億、国の部分、県の部分というような形

で、それに例えば市が継ぎ足していきますよと

か、そういうのを細かくしょっちゅうしてくだ

さいという意味じゃなくて、例えば次の常任委

員会で、計画としてことしはこういうのを考え

ていますというようなものを説明をしていただ

くと、例えば、この前も、河川敷で少年野球が

どうだこうだと、私なんかは実際に水道管が

通っているところの下でやっていたところが、

大塚台のチームができないと。勝手に砂の業者

と契約して土を入れてもらうということになっ

ていたら、入れても使えませんよというような

こと等がいろいろあるわけですよね。細かなこ

とですけど。だから、その全体像を何らかの形

で、専門的じゃなくてもいいですからお願いを

したいというふうに思います。

今、委員がおっしゃいました○児玉河川課長

ように、私どもも詳しいといいますか、わかり

やすい説明に努めたいと考えております。例え

ば、大淀川を例にとりますと、大淀川本川は高

岡町の町を過ぎたところぐらいから下流を全部

国が管理しております。その流れ込みます支川

は、例えば大谷川ですとか瓜田川というのは県

が管理しております。本川に係る部分について

は国がやる、それから支川の県が管理しており

ますところに係る部分については県がやるとい

うことで仕分けをしまして、そういった整備を

することによって住宅地等の浸水被害を防ぐと

いうことで、それぞれ相互に関連する部分はあ

るんですが、そういった役割分担でやっており

ます。そういったことを今、委員もおっしゃい

ましたように、次の委員会ででも詳しくまた御

説明をさせていただきたいと思いますので、よ

ろしくお願いいたします。

今回、国の直轄事業、激○中野 明副委員長

甚が決まりましたよね。いろいろ大淀川支流が

あるんですけど、この国の直轄事業の決定、県

も負担金を出していますけれども、県が口を挟

む範囲、その過程、それはどんなふうになって

おるんですかね。国がぱっと一発で決めるの

か、直轄箇所を決定する過程、それはどんなふ

うになっておるんですかね。

例えば激特事業、今回は国と○児玉河川課長

県あわせて事業が採択になったわけでございま

すが、激特事業でいいますと、あれだけの水害

があったわけですから、それを防ぐためにはど

ういう対策が要るかというのをまず国と県、市

町村も含めて協議しながら、こんな対策が必要

だなということを考えていきます。その中で国
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に係る部分は国でやってもらおう、県に係る部

分は県がやるということで事務的な詰めをし

て、当然、そこには国の事業に対しましては県

の裏負担といいますか、県の負担金も出てまい

りますから、財政当局とも調整しながら、やれ

るだろうと踏んだところで、国の方には国と県

一緒になって事業を申請して採択になったとい

うことでございまして、事前にお互い了解しな

がらやっていっているというようなことでござ

います。

高速道対策局長にちょっとお聞き○徳重委員

しますが、西都―高鍋―都農間、この間までの

用買は終わっているんですかね。

今、お話のございまし○野口高速道対策局長

た都農―高鍋―西都間の用地買収でございます

けれども、両区間合わせまして約97％の用地買

収が完了しております。

残りについては22年の完成に間に○徳重委員

合う整備ができるというか、用買が可能という

ことでよろしゅうございますか。

その区間で残っている○野口高速道対策局長

ものの主要なものにつきましては、委員の皆さ

んも御存じのように、過密植栽と申しまして、

道路の計画が明らかになって、通常では見られ

ないような密度で木を植えて、それの補償金を

当てにされているというような方々がいまし

て、その皆さんたち、あるいは地域の皆さんも

含めてですけれども、いろいろな形でそういう

行為をしないように、あるいは過密植栽されて

いる方には自主撤去等を現在、要請していると

ころでございます。それとあわせまして、現

在、土地収用法の適用に向けての手続の準備を

進めているところでございまして、この資料に

よりますと、一番初めの開通の早くなっており

ます高鍋―西都間、ここが平成22年度の開通予

定にしておりますけれども、このスケジュール

につきましては、そういう土地収用に係る時間

的なものも含めての設定だというようなことで

西日本高速道路株式会社の方からは聞いており

ます。ただ、用地関係でございますので、確定

はできないということで、先ほどの御説明もさ

せていただきましたけれども、また何年かごと

にこういう計画を見直されまして、最新の情報

になってくるということでございますけれど

も、県といたしましても、西日本高速道路株式

会社と協力しまして、一日でも早く開通できる

よう努力してまいりたいと思っております。

日向―門川間も22年完成予定とい○徳重委員

うことで進められていますが、ここには用地取

得が当面の予定ということですが、これは何％

まで進んでいますか。

門川―日向間につきま○野口高速道対策局長

しては、８割強進んでおります。

あと20％という非常に厳しい用買○徳重委員

の状態だと思いますね。これも予定どおり積極

的な動きをしていただかないと恐らく間に合わ

ないだろうと。１年延ばすことはどれだけの損

失かということをお互いに考えていかなきゃな

らないかと思っています。

もう一つ、ついでに聞いておきたいんです

が、日向―都農間については、現在までの用買

の実績を教えてください。

日向―都農間につきま○野口高速道対策局長

しては、一番地元の設計協議をスタートするの

が遅いタイミングでございまして、ことしの３

月に日向―都農間の全区間の設計協議が完了し

たところでございます。今年度の予定といたし

ましては、これからどこまでが道路の幅かとい

うことを示します用地幅ぐいの設置、そして用

地の調査、物件の調査等を行いまして、その後
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に用地取得に入ってくるというような予定に

なっております。

この件については５月、現○黒木覚市委員長

地調査を考えておりますので、含めてちょっと

そこを簡潔にお願いします。

結構ですが、まだ全然していない○徳重委員

と思っていいんですね。

そのとおりでございま○野口高速道対策局長

す。これからでございます。

それでは、以上をもって土○黒木覚市委員長

木部を終わります。執行部の皆さん、御苦労さ

までした。

暫時休憩いたします。

午前11時38分休憩

午前11時40分再開

委員会を再開いたします。○黒木覚市委員長

先般の臨時県議会におきまして、私ども９名

が新たに商工建設常任委員会委員に選任された

ところでございます。私はこのたび、委員長に

選任をされました日向市選出の黒木覚市でござ

います。

一言ごあいさつを申し上げますが、このメン

バーで１年間、皆さんとおつき合いをさせてい

ただきますが、どうぞよろしくお願いいたしま

す。議会の責めとしてしっかりやりたいと思い

ますし、また、皆さん方の協力をいただきまし

て楽しい委員会にもしたいなというふうにも

思っていますので、よろしくお願いいたしま

す。

それでは、座って委員の紹介をいたします。

私の隣が東諸県郡選出の中野副委員長でござい

ます。向かって左側ですが、東臼杵郡選出の植

野委員でございます。都城市選出の徳重委員で

ございます。西都市･西米良村選出の濵砂委員で

ございます。宮崎郡選出の横田委員でございま

す。続きまして、向かって右側でございます。

児湯郡選出の坂口委員でございます。宮崎市選

出の長友委員でございます。宮崎市選出の権藤

委員でございます。

次に、書記の紹介をいたします。正書記の今

村主任主事でございます。副書記の田中主幹で

ございます。

次に、事務局長のあいさつ、幹部職員の紹介

並びに所管業務の概要説明等をお願いいたしま

す。

事務局長の高山で○高山労働委員会事務局長

ございます。委員の皆様には、これから何かと

お世話になることと存じますけれども、どうぞ

よろしく御指導をいただきますようお願い申し

上げます。

最初に、事務局の幹部職員等を紹介させてい

ただきます。お手元の商工建設常任委員会資料

の１ページに記載をいたしておりますが、ま

ず、私、改めまして、事務局長の高山幹男でご

ざいます。どうぞよろしくお願いをいたしま

す。向かって右側の方から、調整審査課長の持

原道雄でございます。左側でございますが、課

長補佐の椎重明でございます。どうぞよろしく

お願いいたします。

それでは、業務概要の説明に移りたいと思い

ますけれども、これからは座って御説明させて

いただきます。よろしくお願いします。

それでは、商工建設常任委員会資料の２ペー

ジをお開きいただきたいと存じます。まず、１

の労働委員会の構成でございますけれども、労

働委員会は、公益委員、労働者委員、使用者委

員の三者構成によります合議制の行政機関でご

ざいまして、委員の数は、公・労・使それぞれ

５人の計15人となっております。労働者委員は
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労働組合からの、そして使用者委員は使用者団

体からの推薦に基づきまして選ばれておりまし

て、公益委員は労使の委員の同意を得て知事が

任命するということになっております。委員の

任期は２年になっておりまして、現在の委員の

任期は来年の８月19日までとなっておりますけ

れども、委員の名簿につきましては、６ページ

に記載しておりますので、後ほどごらんいただ

きたいと思っております。

次に、２の労働委員会の業務でございますけ

れども、労働委員会は、労働組合法等の関係法

令に基づきまして、労働争議の調整、不当労働

行為の審査、個別的労使紛争のあっせん等を行

うこととなっております。

まず （１）の調整ですけれども、これは、労、

働組合または使用者の申請に基づきまして、労

働争議のあっせん、調停、仲裁を行うことに

なっております。

（２）の審査につきましては、２つありまし

て、まず①ですけれども、不当労働行為の審

査、これは、労働組合等から不当労働行為の救

済申し立てがあったときに、審査等を行いまし

て救済命令等を発することになっております。

２つ目の②ですけれども、これは、不当労働行

為の救済申し立て等を行うときに必要な労働組

合の資格審査を行っているものでございます。

（３）の個別的労使紛争のあっせん等であり

ますが、これは、労働者個人と使用者との間の

労働条件その他労働関係に関する事項について

の紛争の解決を図るための相談やあっせんを

行っております。

３の事務局でありますけれども、事務局の組

織は１課10名で、そのうち１名は労働政策課と

兼務をいたしております。なお、事務局の組織

図につきましては、７ページに記載をしており

ますので、後ほどごらんいただきたいと思って

おります。

４の18年度予算でありますけれども、労働委

員会費１億2,513万1,000円となっております

が、その内訳は、職員費が8,588万9,000円、委

員会運営費が3,924万2,000円というふうになっ

ております。

次に、３ページをごらんいただきたいと存じ

ます。５といたしまして、平成17年度の事件の

概要を記載いたしております。

まず、調整事件につきましては２件ございま

した。まず１つ目でございますけれども、事件

名がＡ町教育振興協会あっせん事件であります

けれども、一番右の欄の「あっせんの状況」に

ありますように、これは、市町村合併に際しま

して、任意団体である教育振興協会が解散とな

りまして、職員全員が解雇となりますことか

ら、労働組合からあっせん申請があったもので

あります。組合側は、解雇撤回を要求したのに

対しまして、協会側は合併協議会の中において

もう既に町の補助の廃止でありますとか、協会

の解散が決まっているので、職員も解雇せざる

を得ないんだといった回答でございましたの

で、このため、労使双方に譲歩の余地がないと

いうことから、あっせんは不開始、あっせんし

ないということにしたものでございます。

次に、２つ目ですけれども、Ｂ市現業公企評

議会あっせん事件につきましては、同じく一番

右の欄、市の方が調理業務等の民間委託等の議

案を組合と妥結しないまま議会に上程いたしま

したことから、労働組合からあっせん申請が

あったものでございます。あっせんにおきまし

ては、市が計画を予定どおり進めると回答いた

しまして、譲歩の余地がないということから、

委員会としましては、自主交渉するように強く
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要請いたしまして、あっせんを打ち切っており

ます。

次に、４ページをごらんいただきたいと存じ

ます。不当労働行為事件につきましては、５件

ございました。そのうち①、②の事件は、特別

養護老人ホームを運営しております社会福祉

法人「豊の里」を中心とします豊栄グループに

関する事件でございました。

まず、①の事件でありますけれども、平成

14年の11月に申請されたものでございまして、

組合役員に対してなされた自宅待機等の不利益

取り扱いの撤回などを求める事件でございまし

た 「審査等の状況」にございますように、計。

17回の審問等を行った上で、昨年８月に救済命

令を出しております。なお、県の労働委員会と

しましては、救済命令を出しましたのが平成９

年以来、８年ぶりのことでございました。な

お、この事件につきましては、使用者側がこれ

を不服といたしまして、中央労働委員会に再審

査の申し立てを行っております。

次に、②の事件で、同じく豊栄グループの事

件でありますけれども、これにつきましては、

17年の６月に出されまして、組合役員に対しま

して、新たに出された給与の減額等の不利益取

り扱いの撤回を求める事件でございました。委

員会といたしましては、①の事件もあわせて解

決が図られるように強く和解を働きかけてまい

りましたところ、ことしの１月になりまして、

①の事件、②の事件を包括した形で和解が成立

をいたしました。その結果、①で出されており

ました再審査申請につきましても、中央労働委

員会の方で和解の認定がされたところでござい

ます。

次に、③、④の事件は宮崎学園に関する事件

でございまして、まず、③ですが、これは、

16年の２月に出されたものでございまして、校

舎建てかえ時に撤去されました組合掲示板を従

来どおり新校舎においても設置を認めるように

ということなどにつきまして、申請がなされた

ものでございます。審査の状況でありますけれ

ども、計13回の審問等を行った上で、昨年11月

に救済命令を出しております。これにつきまし

ても、使用者側が中央労働委員会に再審査を申

し立てましたけれども、ことしの２月になりま

して、その中央労働委員会の場において和解が

成立し、この事案については終結をいたしてお

ります。

同じく宮崎学園関係の④の事案につきまして

は、平成17年度給与改定に伴います団交を誠実

にやるようにといった事件でありましたけれど

も、委員会におきまして、和解条件の調整等を

図りましたけれども、双方の条件に隔たりが大

きく、和解の見込みが立たなかったんでありま

すけれども、組合の方が裁判で争うということ

になりまして、３月27日に取り下げがなされ

て、委員会としては終結をいたしております。

次に、⑤の事件でありますが、ヤマエ食品工

業事件でありますけれども、昨年の11月に出さ

れまして、組合員に対してなされました不当な

処遇の撤回などを求めるものでございました。

なお、これにつきましては、ことし、新年度に

なりまして４月18日、委員会において和解が成

立し、終結をいたしております。

次に、５ページをごらんいただきたいと存じ

ます。個別的労使紛争事件でありますけれど

も、これは２件ございました。まず１つ目、医

療法人Ｃ病院あっせん事案でありますけれど

も、一番右の欄 「あっせんの状況」であります、

が、中身が、労働者が退職するに当たりまし

て、採用時からの時間外手当が未払いであると
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して要求してきたために、病院側の方からあっ

せん申請してきたものでございます。３回の

あっせんを経た後で労使の金額が一致しました

ので、事件は解決に至っております。

次に、社会福祉法人Ｄあっせん事件でありま

すが、これは、解雇の撤回を求めるものでござ

いますけれども、解雇通知を受けました労働者

がその撤回を求めて申請したものでございま

す。あっせんを行いましたが、労使双方の主張

に隔たりが大きく、譲歩の余地がないというこ

とから、あっせんは打ち切りといたしておりま

す。

17年度の事件の概要は以上でございます。

なお、先ほど申しましたとおり、６ページに

委員の名簿、７ページに事務局の組織図を添付

いたしておりますので、後ほどごらんいただけ

たらと存じます。以上でございます。

執行部の説明が終わりまし○黒木覚市委員長

た。質疑はございませんか。

今、委員の報酬はいくら○中野 明副委員長

ぐらいになっているんですかね。

会長が22万400円、公益委○持原調整審査課長

員が18万3,350円、労使の委員が16万6,250円と

いうことで、いずれも月額でございます。な

お、県全体でございますけど、これ、５％カッ

トをいたしております。

実は任期のことなんですが、来年○権藤委員

の８月19日までという話があったんですが、例

えば、役職をやめて、組合なんかの場合は会社

に戻るとか、やめるとかという場合が起こるん

ですが、その場合は逆に充て職と言ったらおか

しいんですが、充て職でなっているという部分

があると思うんですが、そこら辺の解釈はどん

なふうになっているんですか。

名簿を見ていただければ○持原調整審査課長

わかりますとおり、労働者委員、使用者委員、

特に本職 本職といいますか、本来の業務を

持ちながらの兼務という形でやられております

けれども、本務の方を辞するということであれ

ばそれなりに任命がえをするという事例はござ

います。

それでは、以上をもって労○黒木覚市委員長

働委員会を終わります。執行部の皆さん、御苦

労さまでした。

暫時休憩いたします。

午前11時54分休憩

午前11時55分再開

委員会を再開いたします。○黒木覚市委員長

まず、４月14日に行われました委員長会議の

内容について御報告いたします。内容はお手元

に配付の「委員長会議確認事項」のとおりで、

委員会運営に当たっての留意事項等でありま

す。昨年度とほぼ同じ内容ですので、主な事項

についてのみ御説明いたします。

まず、１ページの（５）閉会中の常任委員会

についてであります。昨年度より定例会と定例

会の間に原則として１回以上開催することと

なっております。このことにつきましては、後

ほど、活動計画の中で説明をいたします。

次に、３ページの（13）夏季の軽装及び

（14）委員会室の禁煙につきましては、昨年度

決定された事項を今回、追加したものでありま

す。

その他の事項につきましては、変更はありま

せんので、後ほど目を通していただきたいと思

います。御協力のほどよろしくお願いいたしま

す。

暫時休憩いたします。

午前11時56分休憩
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午前11時59分再開

委員会を再開いたします。○黒木覚市委員長

今年度の委員会調査など、調査活動について

書記に説明をいたさせます。

それでは、平成18年度商工建設常○今村書記

任委員会の活動計画について御説明します。

お手元にお配りしております「平成18年度商

工建設常任委員会調査等活動計画（案 」をごら）

んください。

まず、県内調査についてでありますが、本年

度も県内を県北、県南の２地区に分け実施する

ものとし、県北地区は５月22日（月曜日）から

24日（水曜日 、県南地区は６月６日（火曜日））

から８日（木曜日）のいずれも２泊３日を今の

ところ実施する予定でございます。

次に、県外調査についてでありますが、本年

度は８月28日（月曜日）から31日（木曜日）の

３泊４日以内で実施する予定であります。

次に、閉会中の委員会についてであります

が、７月25日（火曜日 、11月７日（火曜日）及）

び１月23日（火曜日）を予定日とし、内容等に

ついては直前の定例会中の委員会で確認する予

定であります。なお、7月26日には、高速自動車

国道建設促進宮崎県期成同盟会の総会が予定さ

れております。この総会におきましては、高速

道路の建設促進に関する当委員会の活動報告を

することになりますので、７月25日の閉会中委

員会は高速道路関係をテーマとして開催したい

と思いますので、よろしくお願いいたします。

最後に、国等への陳情についてであります

が、陳情は必要に応じて所管する部局の陳情項

目を関係する省庁等に対し行う予定としており

ますので、よろしくお願いいたします。

委員会の活動計画については以上でありま

す。

ただいま書記の方から説明○黒木覚市委員長

したとおりでよろしいでしょうか。

〔 異議なし」と呼ぶ者あり〕「

次に、資料「商工建設常任○黒木覚市委員長

委員会県内調査調査先候補一覧」というのがご

ざいますが、ごらんください。調査先の候補を

挙げております。基本的に、この調査先の中か

ら、日程等も勘案し、最終的な日程案を作成し

たいと考えております。県内調査、県外調査の

調査先につきまして、何か御意見、御要望があ

りましたら、出してください。

できましたら、正副委員長に御一任いただけ

ますか。

〔 異議なし」と呼ぶ者あり〕「

それでは、そのようにさせ○黒木覚市委員長

ていただきます。

そのほか、何かございませんか。

〔 なし」と呼ぶ者あり〕「

なければ本日の委員会を終○黒木覚市委員長

了いたしたいと思いますが、よろしいでしょう

か。

視察が計画をされておりますか○濵砂委員

ら、委員長の方からも作業服の支給、貸与を早

めていただくように、この期間にできたら間に

合うといいがと思いますので、要請をしておい

ていただきたいと思います。

わかりました。そのように○黒木覚市委員長

全員調査服という形の方がいいと思いますの

で、そういうふうにしたいと思います。この前

も要望がされておりましたので、早くできると

思います。

それでは、以上をもちまして本日の委員会を

終了いたします。

午後０時３分閉会




